
階
上
町
は
臨
時
職
員
に
つ
い
て
現

在

5
,4

0
0

円
の
日
給
を
、
今
年
４
月

か
ら

6
,3

0
0

円
に
引
き
上
げ
る
と
２

月

日
に
同
町
を
訪
問
し
た
県
労
連

28
に
伝
え
ま
し
た
。

県
労
連
は
春
闘
の
一
環
と
し
て
、

公
的
事
業
に
就
労
す
る
労
働
者
の
賃

金
水
準
引
き
上
げ
と
安
全
・
安
心
な

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
め
ざ
し

て
、
公
契
約
適
正
化
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
各
自
治
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送

り
、
臨
時
職
員
の
賃
金
・
労
働
条
件

を
調
べ
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告
し
な
が

ら
、公
契
約
運
動
へ
の
理
解
を
求
め
、

【
写
真
は
公
契
約
運
動
に
つ
い
て
説
明

す
る
有
馬
美
恵
・
県
労
連
事
務
局
長
】

公
契
約
条
例
の
制
定
を
要
請
す
る
も

の
で
す
。
階
上
町
訪
問
も
そ
の
一
つ

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

懇
談
で
、
訪
問
の
趣
旨
と
公
契
約

適
正
化
運
動
の
ね
ら
い
を
説
明
し
、

町
の
公
契
約
に
つ
い
て
の
姿
勢
や
臨

時
職
員
の
労
働
条
件
等
を
う
か
が
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
総
務
課
長
が
町
か

ら
も
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
と
前
置

き
し
、
前
記
の
大
幅
な
待
遇
改
善
を

表
明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
県
労
連

が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
も
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
述
べ
ま
し
た
。

八
戸
市
は
、
２
月
２
日

付
け
で
地
労
連
が
提
出
し

た
二
〇
一
〇
年
度
自
治
体

要
望
書
に
文
書
で
回
答
し

ま
し
た
。

す
で
に
新
聞
発
表
さ
れ

て
い
る
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
や
乳
幼
児
の
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク

訪
問
し
た
側
に
と
っ
て
も
予
想
以

上
の
発
言
で
、
素
晴
ら
し
い
お
土
産

を
い
た
だ
い
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
正
式
に
は
３
月

日
開
会
の
議

11

会
で
決
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
訪
問
し
た
他
の
町
村
で
も

待
遇
改
善
の
動
き
が
見
ら
れ
る
な
ど

訪
問
活
動
の
効
果
が
現
れ
て
い
ま

す
。な

お
、
八
戸
市
・
田
子
町
訪
問
は

３
月

日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

22

チ
ン
の
無
料
接
種
に
つ
い
て
曖
昧
に

記
述
す
る
な
ど
不
十
分
な
内
容
で
し

た
が
、
前
進
的
な
回
答
も
あ
り
、
２

月

日
の
幹
事
会
で
検
討
し
た
結

22
果
、
要
望
を
提
出
し
た
組
合
と
も
相

談
し
て
今
後
の
対
応
を
決
め
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

回
答
書
は
各
組
合
に
送
付
し
て
い

ま
す
。
検
討
の
う
え
、
地
労
連
事
務

局
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

春
闘
署
名
の
取
り
組
み
を

・
派
遣
法
改
正
と
雇
用
の
安
定
を
求

め
る
署
名

・
最
賃
・
時
給

1
0

0
0

円
と
中
小
企

業
支
援
を
求
め
る
署
名

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
す
る
署
名

春
闘
の
中
で
、
右
記
の
署
名
の
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
随
時
集

約
し
ま
す
が
、
最
終
集
約
は
５
月
末

の
予
定
で
す
。

３
月
９
日

八
戸
原
水
爆
禁
止
の
会

総
会
、

時

分

18

30

医
療
生
協
組
合
セ
ン
タ
ー

３
月

日

重
税
反
対
統
一
行
動

11時
プ
ラ
ザ
ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル

13
３
月

日

メ
ー
デ
ー
三
八
地
区
集

15
会
実
行
委
員
会

時

分
、
三
八
教
育
会
館

18

30

３
月

日

春
闘
全
国
統
一
行
動

17

地
域
一
日
総
行
動

時

分
、
三
春
屋
前
集
合

17

45

３
月

日

県
労
連
・
組
織
拡
大
交

19
流
集
会

時
浅
虫
温
泉
・
帰
帆
荘
〜3

/2
0

14
３
月

日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
小
川

19
・
水
田
・
里
山
の
自
然
」(

科
学

者
会
議
八
戸
分
会
３
月
例
会)

時

分
、
八
戸
市
公
民
館

13

30

３
月

日

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
県
民
集
会

21

３
月

日

公
契
約
キ
ャ
ラ
バ
ン
、

22時

分
、
市
庁

13

10

３
月

日

地
労
連
幹
事
会
⑨

23
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当
面
の
日
程

階
上
町
で
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善

公
契
約
運
動
も
き
っ
か
け
に
！

田村孝太郎さんご逝去
、2月 15日、三八地労連元議長(事務局長)

の田村孝太郎さんが逝去されました。
田村さんは 1991 年から 1995 年までは

事務局長、1996 年、1997 年は議長を勤め
られました。当時の所属は全動労東日本
地方本部盛岡支部八戸分会(現在は建交労
鉄道東日本本部八戸分会)。地方交通線を
守る活動など地労連と地域のために奮闘
なさいました。ご冥福をお祈りします。

【写真は1997/3/12 春闘キャラバン宣伝】

TPP反対
地域経済・くらしを守る青森
県民集会
日時 3月21日13:30~15:30
会場 青森市文化会館中会議室
主催 TPP反対青森県実行委員会
参加 各単組の計画

地労連として車1台予定



月

日
三
八
教
育
会

2

8

館
で
開
催
さ
れ
、
評
議
員

名(

内
委
任
状
１)

、
評

15議
員
を
兼
務
し
て
い
な
い

役
員

名
、
傍
聴
者

名

2

1

が
参
加
し
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
高
教
組
の

大
黒
谷
評
議
員
が
就
任
、

中
道
議
長
が
突
然
の
校
務

で
参
加
で
き
な
く
な
っ
た

た
め
山
田
副
議
長
が
、
東

奥
学
園
・
長
内
先
生
の
勝

利
と
青
銀
労
組
の
春
闘
の

取
り
組
み
に
触
れ
て
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

新
岡
事
務
局
長
は
活
動

報
告
と
し
て
、

月
に
提
出
し
た
自

11

治
体
要
望
書
の
回
答
書
が
届
い
た
の

で
幹
事
会
で
検
討
す
る
こ
と
、
ひ
だ

ま
り
ユ
ニ
オ
ン
と
協
力
し
て
労
働
相

談
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
私
立
高
校

の
入
学
金
先
取
り
問
題
、
三
八
地
労

連W
eb

の
公
開
等
を
述
べ
ま
し
た
。

春
闘
方
針
で
は
、
国
・
自
治
体
の
あ

り
方
を
根
本
か
ら
変
え
よ
う
と
し
て

い
る｢

地
域
主
権
改
革｣

の
こ
と
、
青

森
県
の
労
働
者
の
状
況(

少
な
い
正

社
員
比
率
、
深
刻
な
格
差
、
著
し
く

異
な
る
既
婚
率
等)

、｢

時
間
額

1
0

0

円
、
月
額

万
円
以
上
」
の
ベ
・
ア

1

要
求
、
雇
用
の
安
定
と
社
会
保
障
拡

充
に
よ
る｢

福
祉
国
家｣

を
め
ざ
し
て

制
度
要
求
の
実
現
を
追
求
す
る
こ
と

等
を
提
起
し
ま
し
た
。

質
疑
・
討
論
で
は
、
最
初
に
全
運

輸
東
北
航
空
支
部
八
戸
分
会
の
評
議

員
が
施
設
の
無
人
化
に
よ
り

月
で

3

分
会
の
旗
を
閉
じ
る
こ
と
を
報
告
、

各
組
合
と
地
労
連
へ
の
謝
辞
を
述

べ
、
ポ
ー
ル
を
地
労
連
に
寄
贈
し
ま

し
た
。
全
運
輸
八
戸
海
運
分
会
の
評

議
員
は｢

地
域
主
権
改
革｣

に
よ
る
出

先
機
関
の
統
合
・
廃
止
に
対
し
て
、

国
公
と
し
て
行
動
し
て
い
く
の
で
協

力
を
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、｢

人

勧
に
よ
ら
な
い
給
与
削
減
を
許
さ
な

い｣

と
広
く
訴
え
て
い
く
こ
と
を
発

言
し
ま
し
た
。
全
運
輸
八
戸
陸
運
分

会
の
評
議
員
は｢

組
合
員
が
少
な
く

て
行
動
に
な
か
な
か
参
加
で
き
な
い

が
頑
張
り
た
い｣

と
発
言
し
ま
し
た
。

高
教
組
か
ら
は
、
議
長
を
つ
と
め

た
大
黒
谷
さ
ん
の
よ
う
に
最
近
は
若

い
世
代
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
、
集
会

の
雰
囲
気
が
明
る
く
な
っ
て
良
い
と

発
言
し
ま
し
た
。
ゆ
き
と
ど
い
た
教

育
を
考
え
る
三
八
の
会
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
私
学
の
入
学
金
問
題
に

つ
い
て
も
説
明
、
三
八
地
区
だ
け
に

残
っ
て
い
る
不
名
誉
な
状
態
を
改
め

よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
年
金
者

組
合
か
ら
は
二
人
が
発
言
、
３
月
11

日
開
催
の
重
税
反
対
全
国
統
一
行
動

で
税
務
署
に
提
出
す
る
署
名
の
要
請

と
秋
に
青
森
市
で
開
催
さ
れ
る
日
本

高
齢
者
大
会
の
こ
と
等
が
発
言
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
年
金
者
組
合

は
組
合
員
が
全
国
で

万
人
を
超
え

10

全
労
連
で
は
３
番
目
の
組
織
に
成
長

し
た
。
も
っ
と
組
合
員
を
増
や
し
多

数
の
力
で
要
求
を
実
現
し
て
い
き
た

い
。「
地
労
連
の
活
動
と
し
て
、(

全

県
・
全
国
課
題
も
大
切
だ
が)

も
っ

と
三
八
地
域
に
こ
だ
わ
っ
た
活
動
展

開
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
い
う

提
言
も
な
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
ビ
ル

従
組
か
ら
は
、
組
合
員
が
解
雇
に
追

い
込
ま
れ
た
こ
と
、
同
時
に
解
雇
さ

れ
た
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
人
た

ち(

人)

は
、
ほ
と
ん
ど
が
ダ
ブ
ル

50

ワ
ー
ク
、
ト
リ
プ
ル
ワ
ー
ク
で
た
い

へ
ん
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

公
契
約
適
正
化
運
動
へ
の
期
待
を
発

言
し
ま
し
た
。八
医
労
の
評
議
員
は
、

自
ら
の
春
闘
要
求
を
紹
介
し
、
要
求

の
実
現
と
パ
ー
ト
職
員
を
組
合
に
迎

え
入
れ
る
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
を

発
言
し
ま
し
た
。

議
案
と
し
て
は
他
に
、2

0
1

1

年

度
暫
定
予
算
、
役
員
選
挙
の
定
数
、

選
挙
管
理
委
員
選
出
が
提
案
さ
れ
、

す
べ
て
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

県
春
闘
決
起
集
会
に
参
加

２
月

日
に
開
催
さ
れ
た
県
春
闘

20

決
起
集
会
に
は
、
三
八
か
ら
中
道
議

長
の
他
に
新
岡
事
務
局
長
、
海
運
分

会
、
八
医
労
、
高
教
組
、
南
部
自
治

労
連
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
の
川
端
純
四
郎
氏
は
、
賃
上

げ
が
景
気
回
復
の
道
―
財
界
と
マ
ス

コ
ミ
に
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
と
題

し
て
講
演
、
新
自
由
主
義
、
ド
ル
体

制
、
中
国
封
じ
込
め
体
制
の
終
わ
り

を
述
べ
、
日
本
の
進
路
と
し
て
、
新

自
由
主
義
を
や
め
て
賃
上
げ
・
所
得

再
分
配
機
能
を
再
建
す
る
こ
と
、
ア

メ
リ
カ
一
辺
倒
を
や
め
ア
ジ
ア
と
の

連
携
を
強
め
る
こ
と
を
提
起
し
ま
し

た
。
そ
し
て
市
民
運
動
・
労
働
運
動

の
再
建
と
地
方
選
挙

に
よ
る
世
論
の
変
革

の
重
要
性
を
強
調
し

ま
し
た
。

全運輸東北航空支部八戸分会
国土交通省東京航空局八戸航空路監

視レーダー事務所(写真)が職場です。仕
事は航空路のレーダーによる監視で、
空の安全に貢献してきました。
省庁統合までは運輸省の所属だった

ため、全運輸という組織名称で活動し
てきました(間もなく組織統合の予定)。
地労連へは、1996 年 6 月 25 日全運輸
八戸レーダー分会として加盟しました。
2011 年 4 月 1 日以降の施設無人化によ
り分会の旗を 3月末で閉じます。


